
　2016年7月26日、神奈川県相模原市にある障害者入所施設・津久井やま

ゆり園で19名の障害者が殺められ、27名が負傷させられた「相模原障害者殺

傷事件」が起きました。事件を起こした植松聖は、「障害者は不幸をつくりだす存

在であり、いなくなればいい」と主張しました。優生思想に基づく犯行であり、問わ

れるべきは、事件を生み出した社会のあり方でした。

　分離教育、入所施設中心の政策、そして、優生保護法のもと優生思想を根づ

かせてきた歴史等との関係が検証され、施策の大転換が必要でしたが、果たして

10年経って、日本は変わったのでしょうか。

　事件から10年を迎える7月に、犠牲者への追悼と共に、障害の有無によって

分け隔てられることのないインクルーシブな社会の実現に向けて、優生思想を許さ

ず、脱施設、インクルーシブ教育を推進するために、集会とアピール行進を行い

ます。
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主 催 ： D P I 日 本 会 議 、 全 国 自 立 生 活 セ ン タ ー 協 議 会 （ J I L ） 、
ピ ー プ ル フ ァ ー ス ト ジ ャ パ ン 、 D P I 女 性 障 害 者 ネ ッ ト ワ ー ク
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津久井やまゆり園の犠牲者を追悼し、津久井やまゆり園の犠牲者を追悼し、津久井やまゆり園の犠牲者を追悼し、
イ ン ク ル ー シ ブ 社 会 を 目 指 す 会
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1 .  主 な テ ー マ
犠 牲 者 の 追 悼 、 優 生 思 想 を 許 さ な い 、

脱 施 設 と イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 推 進 し よ う ！

2 .  プ ロ グ ラ ム （ 予 定 ）
1 1 : 2 0  受 付 開 始  献 花

1 2 : 0 0  開 会  黙 祷 、 あ い さ つ

1 2 : 2 0  ビ デ オ 上 映

1 2 : 4 0  第 １ 部  知 的 障 害 者 の 自 立 生 活  

1 3 : 2 5  休 憩

1 3 : 4 0  第 ２ 部  マ イ ク リ レ ー

1 4 : 3 0  閉 会  参 加 者 は 献 花 の 花 を 持 っ て

　 　 　 　 日 比 谷 公 園 に 移 動

1 5 : 2 0  日 比 谷 公 園 集 合  霞 門 付 近

1 5 : 3 0  ア ピ ー ル 行 進 ス タ ー ト

1 7 : 0 0  鍛 冶 橋 駐 車 場 前 に て 流 れ 解 散 （ 予 定 ）

【 重 要 】 ア ピ ー ル 行 進 に 参 加 さ れ る 方 へ

ア ピ ー ル 行 進 に は 、 プ ラ カ ー ド や 首 か ら ぶ ら 下 げ

る ボ ー ド や ゼ ッ ケ ン 等 に メ ッ セ ー ジ を 書 い て 持 っ て

き て く だ さ い 。

メ ッ セ ー ジ は 、 集 会 テ ー マ で あ る 「 優 生 思 想 を 許

さ な い 、 脱 施 設 を イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 推 進 」 に

沿 っ た も の を お 願 い し ま す 。

雨 天 決 行 で す の で 、 雨 具 の 用 意 及 び 熱 中 症 対 策

を お 願 い い た し ま す 。
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